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市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。
「YouTube　小金井市議会」で検索（https://www.youtube.com/user/koganeishigikai）

障害のある人もない人も共に学び共に生きる
社会を目指す小金井市条例を修正可決

第
２
回
定
例
会
の
概
要

【
６
月
】

１
日　

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委
員

会
付
託
・
採
決
、
陳
情
の
採
決
）

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

８
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
の

１１

審
議
・
採
決
、
議
員
提
出
議
案

の
審
議
・
採
決
、
陳
情
の
委
員

会
付
託
）

　

日　

厚
生
文
教
委
員
会

１３
　

日　

建
設
環
境
委
員
会

１４
　

日　

総
務
企
画
委
員
会

１５
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１８
　

日　

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設
等
調

１９

査
特
別
委
員
会

　

日　

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別
委

２０

員
会

　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の

２１

採
決
・
陳
情
の
撤
回
）

 

厚
生
文
教
委
員
会

 

総
務
企
画
委
員
会

 

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
会
期
の
延
長
）

２５
　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の

２９

採
決
）

【
７
月
】

２
日　

予
算
特
別
委
員
会

３
日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の

採
決
、
議
員
提
出
議
案
の
審

議
・
委
員
会
付
託
・
採
決
、
陳

情
の
委
員
会
付
託
）

平
成　

年
第
２
回

３０定
例
会
日
誌

「「第４０回小金井阿波おどり大会」で優勝した「さくら連」第４０回小金井阿波おどり大会」で優勝した「さくら連」のの
小金小金井井　宮地楽器ホール会場での演舞（７月２９日開催宮地楽器ホール会場での演舞（７月２９日開催））

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
６
月
１
日
に
開

３０

会
し
、
８
日
間
の
会
期
延
長
を
経
て
、
７
月
３
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
市
民
が
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
共
に
手

を
取
り
合
い
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
件
は
、
３
月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚
生
文
教
委
員
会
（
水
上
洋

志
委
員
長
）
に
付
託
し
、
３
月
５
日
、　

日
、
４
月　

日
、
５
月
９
日
、

２２

２６

６
月　

日
及
び　

日
の
計
６
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

１３

２１

　

６
月　

日
の
委
員
会
で
は
、
委
員
長
を
除
く
全
委
員
か
ら
修
正
案
が
提

２１

出
さ
れ
可
決
し
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
も
採
決
の
結
果
、
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

６
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
修
正
案
及
び
修
正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ

２９

い
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
条
例
に
対
す
る
付
帯
決

議
（
詳
細
は
７
面
に
掲
載
）
を
提
案
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
予
算

を
千　

万
３
千
円
増
額
し
、
補
正
後

３５５

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を　

億
７
千

４４０

　

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

１５５

　

主
な
内
容
は
、
平
成　

年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
可
決
し
た
組
替
え

３０

動
議
へ
の
対
応
、
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設
関
連
経
費
等
で
す
。

　

本
件
は
、
６
月
１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予
算
特
別
委
員
会
（
篠
原
ひ

ろ
し
委
員
長
）
に
付
託
し
ま
し
た
。
ま
た
本
補
正
予
算
に
関
連
経
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設
に
つ
い
て
、
市
長
か

ら
改
め
て
議
会
に
現
況
の
報
告
等
を
行
い
た
い
旨
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
た

め
、
６
月　

日
に
予
定
し
て
い
た
議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
せ
ず
に
、
全

１２

員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

６
月　

日
の
予
算
特
別
委
員
会
で
は
審
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
審
査
が

１８

終
了
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
７
月
２
日
に
も
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
日
、
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
否
決
し
、
原
案
に
つ
い
て
起
立
採

決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
の
本
会
議
で
は
、
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
否
決
し
、

原
案
に
つ
い
て
起
立
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
件
に
対
す
る
付
帯
決
議
（
詳
細
は
７
面
に
掲
載
）
を
提
案
し
、
起

立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平

成　

年

度

３０

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）
を
可
決

　

今
号
は
、
議
会
だ
よ
り
を
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
手
に
取

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
試
行
的
に
紙
面
の
フ
ル
カ
ラ
ー

化
と
特
集
ペ
ー
ジ
作
成
を
行
い
ま
し
た
。（
詳
細
は
８
面
に
掲
載
）

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
学
び
共
に
生
き
る
社
会

を
目
指
す
小
金
井
市
条
例

を
全
会
一
致
で
修
正
可
決

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設設

基
本
設
計
に
係
る
予
算
に
対
す
る
付
帯
決

基
本
設
計
に
係
る
予
算
に
対
す
る
付
帯
決
議議

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）を
可

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）を
可
決決

各
会
派
の
平
成　

年
度

２９

政
務
活
動
費
収
支
報
告
に

つ
い
て
は
２
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
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審
議
し
た
主
な
議
案

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に

学
び
共
に
生
き
る
社
会
を

目
指
す
小
金
井
市
条
例

　

条
例
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）
※
修
正
案
に
賛
成

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

市
は
、
国
の
法
律
と
の
整
合
性
を

図
る
こ
と
を
理
由
に
、
修
正
意
見
に

消
極
的
だ
っ
た
。
国
は
、
上
乗
せ
・

横
出
し
条
例
を
認
め
て
い
る
。
市
は
、

国
の
法
律
と
向
き
合
う
の
で
は
な
く
、

障
害
者
・
当
事
者
等
と
向
き
合
う
べ

き
で
あ
る
。
時
間
の
関
係
か
ら
修
正

部
分
に
盛
り
込
め
な
か
っ
た
項
目
は
、

今
後
の
小
金
井
市
地
域
自
立
支
援
協

議
会
で
の
議
論
に
委
ね
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）
※
修
正
案
に
賛
成

　

紀
由
紀
子
（
公
明
党
）

　

条
例
制
定
の
た
め
２
年
半
に
わ
た

り
検
討
さ
れ
た
地
域
自
立
支
援
協
議

会
の
皆
様
の
ご
労
苦
に
感
謝
と
敬
意

を
表
し
た
い
。
公
明
党
は
昨
年
、
飯

能
市
の
例
を
示
し
、
既
に
合
理
的
配

慮
を
求
め
て
き
た
。
よ
り
良
い
条
例

に
と
の
願
い
を
受
け
、
防
災
・
災
害

時
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

普
及
啓
発
、
療
育
を
修
正
案
に
追
加

し
た
。
条
例
を
周
知
実
現
し
た
い
。

 　

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

庁
舎
・
福
祉
会
館
は
建
設
が
急
が

れ
る
一
方
、　

億
円
も
の
費
用
を
掛

１００

け
る
以
上
妥
協
も
で
き
な
い
。
市
は

予
算
提
案
前
の
準
備
が
明
ら
か
に
不

十
分
。
悩
み
議
論
を
重
ね
た
結
果
、

平
成　

年
度
一
般
会
計

３０

補
正
予
算
（
第
１
回
）

予
算
案
は
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
公
正
で
透
明

性
の
高
い
発
注
方
式
の
再
検
討
や
複

合
化
方
針
の
策
定
、
財
政
計
画
の
精

査
等
が
約
束
さ
れ
た
た
め
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

市
庁
舎
等
の
建
設
関
連
予
算
に
つ

い
て
、
計
画
の
具
体
的
な
内
容
が
大

変
不
十
分
で
あ
り
、
必
要
な
検
証
や

検
討
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
議
決
す
る

こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
設
計
・
施
工

の
発
注
方
式
に
つ
い
て
の
方
向
性
、

複
合
化
の
是
非
、
清
掃
関
連
施
設
の

暫
定
移
設
の
必
要
性
、
財
政
計
画
な

ど
、
予
算
を
精
査
し
た
上
で
出
し
直

す
べ
き
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　
　

億
円
を
超
え
る
と
さ
れ
る　

年

１００

１００

に
一
度
の
大
事
業
で
あ
る
庁
舎
・
福

祉
会
館
建
設
の
ス
タ
ー
ト
に
は
、
余

り
に
も
ず
さ
ん
な
提
案
だ
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
定
例
会
の
質
疑
を
通

じ
て
、
発
注
方
式
等
の
再
検
討
の
方

針
が
示
さ
れ
た
。
市
民
の
多
額
の
血

税
を
投
入
す
る
事
業
を
行
う
自
覚
と

責
任
を
持
ち
、
庁
内
一
丸
と
な
り
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
上
げ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

鈴
木
成
夫
（
み
ら
い
）

　

年
間
約
３
億
円
の
市
役
所
第
二
庁

舎
の
賃
貸
借
契
約
の
更
な
る
延
長
を

避
け
る
た
め
に
も
、
庁
舎
と
福
祉
会

館
問
題
は
早
急
に
解
消
す
べ
き
。
発

注
契
約
方
式
は
、
Ｄ
Ｂ
、
従
来
方
式

双
方
を
フ
ラ
ッ
ト
に
検
証
し
、
そ
の

結
果
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
延
伸
し

た
場
合
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
市
議
会
と
し
て
も
市
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

強
引
な
進
め
方
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
長
の
方
針
転
換
は
評
価
を
し

た
い
。
議
会
側
も
早
期
竣
工
を
望
む

が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
延
伸
を
覚
悟
し
て

様
々
な
要
望
を
し
た
。
で
き
る
だ
け

多
く
の
議
員
が
許
容
で
き
る
範
囲
の

落
と
し
所
を
見
出
し
て
、
気
持
ち
と

し
て
は
一
緒
に
、
主
体
的
に
よ
り
良

い
庁
舎
等
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
よ
う
、
環
境
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

新
庁
舎
と
新
福
祉
会
館
建
設
の
重

要
な
命
題
は
、
早
急
に
建
設
す
る
こ

と
で
あ
る
。
早
期
建
設
は
高
齢
者
や

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
方
の
心

の
支
え
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成　

年
３４

の
期
日
ま
で
に
第
二
庁
舎
が
返
却
で

き
な
け
れ
ば
、
税
金
の
無
駄
遣
い
で

あ
る
と
と
も
に
、
市
が
自
律
で
き
な

い
自
治
体
と
し
て
信
用
・
信
頼
を
失

う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

リ
ー
ス
庁
舎
の
早
期
解
消
に
つ
な

が
る
新
庁
舎
の
設
計
予
算
は
進
め
る

の
が
基
本
姿
勢
。
し
か
し
、
施
設
複

合
化
の
基
本
方
針
が
、
予
算
上
程
時

に
も
無
い
の
は
遺
憾
。
複
合
す
る
と

の
市
長
の
決
断
の
遅
れ
が
こ
の
事
態

を
招
い
た
。
ま
た
敷
地
内
の
樹
木
の

皆
伐
は
反
対
。
設
計
に
市
民
の
意
見

が
反
映
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
意

見
聴
取
の
場
を
複
数
回
設
け
る
こ
と
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

沖
浦
あ
つ
し
（
こ
が
あ
す
）

　

蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡
地
へ
の
庁

舎
・
新
福
祉
会
館
複
合
化
建
設
の
基

本
設
計
委
託
料
等
、
具
体
的
建
設
工

程
に
入
る
本
補
正
予
算
は
、
福
祉
会

館
の
早
期
建
設
を
求
め
る
多
く
の
市

民
に
と
っ
て
、
ま
た
、
庁
舎
建
設
と

清
掃
関
連
施
設
再
整
備
の
長
年
の
積

み
残
し
課
題
の
早
期
解
消
に
向
け
、

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
予
算
で
あ

り
、
早
期
竣
工
に
向
け
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

片
山　

薫
（
市
民
カ
エ
ル
）

　

複
合
化
方
針
策
定
の
際
、
公
民
館

本
館
を
建
設
計
画
に
入
れ
、
市
民
参

加
の
拠
点
を
確
保
す
る
こ
と
。
清
掃

関
連
施
設
の
敷
地
内
暫
定
移
設
を
行

い
、
樹
木
を
伐
採
す
る
計
画
に
つ
い

て
は
見
直
し
を
。
市
議
会
や
市
民
と

の
一
層
の
情
報
共
有
と
合
意
形
成
が

重
要
に
な
る
。
新
庁
舎
と
新
福
祉
会

館
建
設
の
全
体
責
任
者
の
配
置
を
求

め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

　

市
が
選
定
し
た
発
注
方
式
が
適
切

で
あ
る
か
判
断
す
る
の
に
充
分
な
根

拠
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
早
期
竣
工

を
望
む
が
竣
工
延
伸
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
再
検
討
を
求
め
た
。
市
長
方

針
が
度
々
揺
ら
ぐ
よ
う
で
は
建
設
的

な
質
疑
が
で
き
な
い
。
市
長
は
、
自

身
の
軸
を
よ
り
明
確
に
持
ち
、
市
民

や
議
会
の
声
を
聴
き
、
市
政
運
営
に

あ
た
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

 　

６
月
１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会（
小
林
正
樹
委
員
長
）

に
付
託
し
、
６
月　

日
、　

日
の
計

１５

２１

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
こ
の
間
の
行
財
政
改

革
の
取
組
の
結
果
と
し
て
、
職
員
数

が
減
少
し
、
現
在
の
職
員
定
数　

人
７９０

と
職
員
数
と
の
間
に
乖
離
が
生
じ
て

い
る
た
め
、
適
正
な
職
員
定
数　

人
７２５

に
改
定
す
る
と
と
も
に
、
職
員
数
の

数
え
方
を
国
の
地
方
公
共
団
体
定
員

管
理
調
査
及
び
地
方
公
務
員
給
与
実

態
調
査
と
一
致
さ
せ
、
分
か
り
や
す

く
整
理
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

６
月　

日
の
委
員
会
で
は
、
渡
辺

２１

（
大
）
委
員
に
よ
る
修
正
案
及
び
宮

下
委
員
ほ
か
１
名
に
よ
る
修
正
案
の

職

員

定

数

条

例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　平成２９年度　政務活動費収支報告

２
件
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
否
決
し
た
後
、
原
案
に
つ
い
て
起

立
採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、

否
決
し
ま
し
た
。

　

６
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
渡
辺

２９

（
大
）
議
員
ほ
か
２
名
に
よ
る
修
正

案
を
提
出
し
、
否
決
し
た
後
、
原
案

に
つ
い
て
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立

少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
虚

改
正
条
例
案
の
職
員
数　

人
は
、
増

７２５

え
続
け
て
い
る
業
務
量
へ
の
職
員
増

の
要
求
が
あ
っ
て
も
、
正
規
職
員
で

は
対
応
し
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

た
め
。
許
求
職
者
や
育
児
休
業
者
を

定
数
の
中
に
含
め
る
改
正
案
と
な
っ

て
お
り
、
職
場
に
戻
っ
て
く
る
ま
で

は
、
現
行
の
人
数
で
業
務
を
こ
な
す

こ
と
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
た
め
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

村
山
ひ
で
き
（
み
ら
い
）

　

本
陳
情
は
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
架
下
ス

ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を
求
め
関
係
地

権
者
と
の
調
整
を
し
つ
つ
調
査
研
究

を
本
市
に
求
め
る
も
の
だ
。
行
政
と

し
て
用
途
容
積
の
緩
和
や
改
善
が
必

要
な
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

調
査
研
究
す
る
こ
と
は
当
然
と
考
え

る
の
で
賛
成
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
議

会
と
し
て
個
人
財
産
を
左
右
す
る
よ

う
な
判
断
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
架
下
ス
ペ
ー
ス
の
有

効
活
用
を
推
進
す
べ
く
、接
道
条
件

の
緩
和
・
改
善
を
求
め
る
陳
情
書

o ooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooo

※１　会派の所属人数に月額30,000
円を乗じた金額を交付していま
す。

※２　残額は市に返還しています。
※３　平成２９年度末時点の会派名で

す。
※４　平成２９年度政務活動費を申請

していません。

返還額（C－D）（※２）支出額（D）収入（A＋B）（C）預金利子（B）交付額（A）（※１）会派人数会　派　名
519,303円1,280,705円1,800,008円8円1,800,000円５人自由民主党・信頼の小金井

34,791円1,405,211円1,440,002円2円1,440,000円４人日本共産党小金井市議団

319,590円1,120,414円1,440,004円4円1,440,000円４人小 金 井 市 議 会 公 明 党

170,022円909,978円1,080,000円0円1,080,000円３人小金井市議会民進党（※３）

104,536円615,464円720,000円0円720,000円２人緑 ・ 市 民 自 治 こ が ね い

4,002円355,998円360,000円0円360,000円１人小金井をおもしろくする会

153,610円206,390円360,000円0円360,000円１人こ が ね い 市 民 会 議

10,816円349,184円360,000円0円360,000円１人情 報 公 開 こ が ね い

害害害害害害害害害害１人改　　革　　連　　合（※４）

118円359,883円360,001円1円360,000円１人生 活 者 ネ ッ ト ワ ー ク

308,510円51,491円360,001円1円360,000円１人小金井の明日をつくる会

1,625,298円6,654,718円8,280,016円16円8,280,000円２４人合　計

C
C

C
C
C
C
C
C
C

　政務活動費は、議員の調査
研究等に必要な経費の一部と
して、議会における会派に対
して交付するものです。
　各会派の収入・支出報告書、
支出調書については、市ホー
ムページに掲載しています。
　また、平成２９年度政務活動
費支出状況より、各会派の収
入・支出整理簿や領収書等の
写しを掲載しています。

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会
をを

開
催
し
ま
し

　
　
　

開
催
し
ま
し
たた

【
６
月　

日
】

１２

【
８
月　

日
】

２２

▼
新
庁
舎
及
び
（
仮
称
）
新
福

祉
会
館
建
設
に
つ
い
て



平成３０年（２０１８年）８月２８日発行－３－　　（２６１号） 市 議 会 だ よ り

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違

医
医

医
医

会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。
「小金井市議会　会議録」で検索（http://asp.db-search.com/koganei-c/）

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党・信頼の小金井　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　み：みらいのこがねい　　　　　お：小金井をおもしろくする会
会：こがねい市民会議　　情：情報公開こがねい　　　　　改：改革連合
ネ：生活者ネットワーク　明：小金井の明日をつくる会　　市：市民といっしょにカエル会
緑：緑・つながる小金井請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）

付　

託　

先

緑市明ネ改情会おみ公共自付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
 総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
 建：建設環境委員会

坂
井
え
つ
子

片
山　
　

薫

沖
浦
あ
つ
し

田
頭　

祐
子

篠
原
ひ
ろ
し

渡
辺　

大
三

斎
藤　

康
夫

白
井　
　

亨

岸
田　

正
義

鈴
木　

成
夫

村
山
ひ
で
き

宮
下　
　

誠

紀　

由
紀
子

小
林　

正
樹

渡
辺
ふ
き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

た
ゆ　

久
貴

水
上　

洋
志

遠
藤
百
合
子

五
十
嵐
京
子

河
野　

律
子

湯
沢　

綾
子

吹
春
や
す
た
か要　　　旨件　　　名

採　択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総
市長選挙や市議会議員選挙の告示日は、選挙戦で唯一の日曜日である。
一刻も早く立候補届出を済ませ選挙運動を始めるため、「くじを引く順番
を決めるくじ」を省略し、立候補届出が速やかに完了する工夫を求める。

市政の選挙の立候補届出の際の
「くじを引く順番を決めるくじ」
の省略を求める陳情書

採　択○○○○○○○○○○○△△△△×××××議×××建
JR中央線高架下スペースの有効活用を図るべく、①関係地権者との調整
を促進し、接道条件や用途容積の緩和・改善、②緩和・改善が難しい箇
所についての調査・研究を求める。

ＪＲ中央線高架下スペースの有効
活用を推進すべく、接道条件の緩
和・改善を求める陳情書

採　択○○×○×○○○×××××××○○○○○議○○○厚
当該条例第９条に、「市は、児童及び生徒に対し、障害、障害者及び共生社
会についての正しい知識と理解を深めるための教育の重要性を認識し、
その実施のため必要な措置を講ずるものとする。」条項の追加を求める。

「障害のある人もない人も共に学
び共に生きる社会を目指す小金井
市条例（案）」に関する陳情書

採　択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚
日本も締約している障害者の権利に関する条約第２１条にのっとり、都条
例（案）に盛り込まれる予定の「手話言語」条項を、市の当該条例にも
盛り込むことを求める。

障害者差別解消のための条例案の
修正を求める陳情書（その１）

採　択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚日本も締約している障害者の権利に関する条約第１１条にのっとり、当該
条例第８条第１項に、「災害時」条項を、盛り込むことを求める。

障害者差別解消のための条例案の
修正を求める陳情書（その４）

趣旨採択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚
地域自立支援協議会の総意に基づいた当該条例を平成３０年４月１日に施
行し、市民に向けた普及啓発等の措置を講じるとともに、同協議会等の
体制整備について、責任をもって検討し、取り組むことを求める。

「障害のある人もない人も共に学
び共に生きる社会を目指す小金井
市条例」の平成３０年４月１日施行
を求める陳情書

趣旨採択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚
日本も締約している障害者の権利に関する条約第２９条にのっとり、当該
条例第８条第１項に、「参政権（選挙権、被選挙権等の市民参加）」条項
を、盛り込むことを求める。

障害者差別解消のための条例案の
修正を求める陳情書（その５）

不採択×××××○×××××××××○○○○×議×××総

都に対し、①建設工事従事者の入場行進を求める意見書の提出、②労働
災害防止の行政監督を強化し、「持続可能性に配慮した調達コード」順守
の徹底、③安全協議会に関係者の積極的な関与を求める意見書の提出を
求める。

東京都に、第３２回オリンピック
２０２０東京の開会式に競技施設等の
工事従事者の入場行進を求める等
の意見書提出を求める陳情書

不採択〇○×〇×○○××××××××○○○○×議×××厚
差別事案への市長の「勧告」に実効性を担保するため、都条例（案）に
盛り込まれる予定の「公表」条項を、市の当該条例にも盛り込むことを
求める。

障害者差別解消のための条例案の
修正を求める陳情書（その２）

不採択○○×○×○○××××××××○○○○×議×××厚
市長による「勧告」に実効性を担保・強化のため、障害者の権利に関する条
約第５条第３項にのっとり、都条例に盛り込まれる予定の「合理的配慮の
事業者への義務付け」条項を市の当該条例にも盛り込むことを求める。

障害者差別解消のための条例案の
修正を求める陳情書（その３）

承　認○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○即（公財）小金井市体育協会への補助金交付の一時停止を求める陳情書の撤回

閉会中の委員会日程及び審査案件
厚生文教委員会　７月２０日（金）午後１時
▶小金井市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を
改正する条例　▶公益財団法人小金井市体育協会への補助金の一
部返還に関する陳情書　▶都において児童相談所・警察・学校な
どの連携・協力を進め、児童虐待防止対策の抜本強化・拡充する
ため意見書提出を求める陳情書　▶子ども施策に関する諸問題の
調査　▶小金井市保健福祉総合計画の策定と運用について
総務企画委員会　７月３０日（月）午前１０時
▶厳寒期の大災害に備え、各避難所にジェットヒーター等の導入
を求める陳情書　▶社会福祉委員に意図的に条例違反の報酬支給
を続けていた事件の全容解明を求める陳情書　▶小金井市の予算
査定に関する調査及び財政援助団体の財務等の調査を求める陳情
書　▶社会福祉委員への報酬誤支給問題に係る検査　▶小金井市
公共施設等総合管理計画の進捗状況と方針についての諸問題の調査
建設環境委員会　８月３日（金）午前１０時
▶東京都住宅供給公社の家賃引き下げを求める陳情書　▶駅周辺
整備に関する調査　▶市内都市計画及び住環境に関する調査　▶

資源循環社会形成に関する調査
行財政改革推進調査特別委員会　８月９日（木）午前１０時
▶婦人相談員の非常勤化を撤回し、小金井市の子ども・女性支援
施策の充実を求める陳情書　▶婦人相談員の非常勤化を撤回し、
常勤婦人相談員による施策の充実を求める陳情書　▶婦人相談員
の非常勤化に反対する陳情書　▶「第５次男女共同参画行動計画」
の具体的実施として婦人相談員の常勤維持と拡充を求める陳情書
　▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査
議会運営委員会　８月１７日（金）午前１０時　８月２７日（月）午後２時
▶議会改革に関する諸問題の調査　▶①次期定例会（臨時会を含
む。）の会期及び会議日割等、議会運営に関する調査、②議会の会
議規則、委員会条例等に関する調査、③議会運営に関する議長の
諮問事項について
庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会　
８月２２日（水）全員協議会終了後
▶小金井市新庁舎・（仮称）新福祉会館建設基本設計委託事業者選
考委員会及び評議員会設置条例　▶新市庁舎の床面積縮減等によ

る建築コスト削減等を求める陳情書　▶市庁舎の建設面積を縮減
することにより、図書館本館の建設を進めることを求める陳情書
　▶公民館本館を新福祉会館と併設する旨の議会意思の確定を求
める陳情書　▶新庁舎の床面積の大幅増に反対し、コンパクトで
コストダウンの建設を求める陳情書　▶庁舎建設予定地の大型樹
木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎とすることを求める陳情
書（その１）　 ▶庁舎建設予定地の大型樹木を保全し、小金井ら
しい緑豊かな庁舎とすることを求める陳情書（その２）　 ▶庁舎
建設予定地の大型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎とす
ることを求める陳情書（その３）　 ▶庁舎建設予定地の大型樹木
を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎とすることを求める陳情書
（その４）　 ▶多くの市民が利用する福祉会館は、多くの職員が
いる市庁舎の北側ではなく、採光や眺望の良い南面に建設するこ
とを求める陳情書　▶庁舎建設予定地北側（ＪＲ中央線高架下）
からの道路の恒久的確保を求める陳情書　▶庁舎及び福祉会館建
設等に係る諸問題の調査

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党・信頼の小金井　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　み：みらいのこがねい　　　　　お：小金井をおもしろくする会
会：こがねい市民会議　　情：情報公開こがねい　　　　　改：改革連合
ネ：生活者ネットワーク　明：小金井の明日をつくる会　　市：市民といっしょにカエル会
緑：緑・つながる小金井議 案 の 審 議 結 果

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）

付　

託　

先

緑市明ネ改情会おみ公共自
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
 総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
 建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会
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吹
春
や
す
た
か

修正可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚障害のある人もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例
可　決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚障害のある人もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例に対する修正案（議員提案） 
原案可決○○○○○×○○○○○○○○○××××○議○○○予平成３０年度小金井市一般会計補正予算（第１回）
否　決×××××○×××××××××○○○○×議×××即平成３０年度小金井市一般会計補正予算（第１回）に対する修正案（議員提案） 
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○厚小金井市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚小金井市介護福祉条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○厚小金井市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○△△△△○議○○○厚小金井市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
可　決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○建交通事故により損傷した下水道施設に関し和解することについて
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○総小金井市市税条例等の一部を改正する条例
承　認○○○○○○○○○○○○○○○△△△△○議○○○即専決処分の報告及び承認について（小金井市市税条例の一部を改正する条例）
承　認○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○即専決処分の報告及び承認について（小金井市都市計画税条例の一部を改正する条例）
同　意○○○○○○○○○○○○○○○△△△△○議○○○即監査委員の選任に関し同意を求めることについて
同　意○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○即固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて
同　意××○○○○○○○○○○○○○△△△△○議○○○即名誉市民の選定に関し同意を求めることについて（黒井千次氏）
同　意××○○○○○○○○○○○○○△△△△△議△△△即名誉市民の選定に関し同意を求めることについて（毛利和子氏）
却下すべき
ものと答申○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総審査請求に関する諮問について

否　決××○×○×○○○○○×××××××××議×××総小金井市職員定数条例の一部を改正する条例
否　決×××××○×××××○○○○××××○議○○○即小金井市職員定数条例の一部を改正する条例に対する修正案（議員提案） 
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吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
市
役
所
新
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
。
契
西
岡
市
長
は
市
民
に

対
し
、
市
長
選
挙
公
約
が
形
を

変
え
て
い
っ
た
こ
と
の
説
明
を

し
て
い
る
の
か
。
説
明
の
方
法

と
、
説
明
会
な
ど
を
開
い
た
場

合
の
延
べ
来
場
者
は
何
人
か
。

説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
し
た

と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
形
広

報
活
動
は
十
分
と
言
え
る
の
か
。

径
府
中
市
で
は
新
庁
舎
特
別
広

報
誌
、
は
が
き
で
の
意
見
募
集
、

庁
舎
建
設
ふ
ち
ゅ
う
か
わ
ら
版
、

更
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
周

知
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
本
市

で
は
出
来
な
い
か
。

　

市
長　

契
市
長
報
告
を
平
成

　

年　

月
、　

月
、
平
成　

年

２８

１０

１２

２９

２
月
に
行
い
、
市
報
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に　

人
、
市

５６

民
説
明
会
に　

人
が
参
加
。
形

５８

市
民
の
方
々
へ
の
声
や
、
市
議

会
か
ら
の
声
を
可
能
な
限
り
反

映
し
な
が
ら
積
み
上
げ
て
き
た

こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
も
丁
寧
に
説
明
を
積
み
重

ね
て
ま
い
り
た
い
。

　

企
画
財
政
部
長　

径
非
常
に

参
考
に
な
る
と
思
う
。

　

許
先
進
自
治
体
で
は
Ａ
Ｉ
の

導
入
、
実
証
実
験
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
本
市
で
も
研
究
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。　　

　

企
画
財
政
部
長　

Ａ
Ｉ
は
自

治
体
の
業
務
及
び
運
営
を
大
き

く
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
情
報
収
集
、
研
究
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
てて

／
本
市
で
も
Ａ
Ｉ
の
導
入

／
本
市
で
も
Ａ
Ｉ
の
導
入
をを

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

　

虚
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
駅
前

地
区
市
街
地
再
開
発
準
備
組
合

が
解
散
し
た
が
契
今
後
の
市
の

方
針
で
あ
る
「
街
区
全
体
の
再

開
発
に
こ
だ
わ
ら
な
い
任
意
の

共
同
化
」
と
は
。
形
市
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
。
径
商
店
街
の

通
り
を
整
備
す
べ
き
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
都
市
再

開
発
法
に
基
づ
か
ず
個
々
の
権

利
者
が
共
同
で
ビ
ル
を
建
設
す

る
こ
と
が
任
意
の
共
同
化
で
あ

る
。
閉
店
し
た
大
型
店
舗
よ
り

東
側
に
つ
い
て
早
期
の
共
同
化

を
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
形
こ
れ
ま
で
同
様
に
情
報

共
有
し
、
国
や
都
の
補
助
制
度

も
協
議
し
た
上
で
必
要
な
財
政

的
支
援
も
図
り
た
い
。
径
今
年

度
中
に
策
定
予
定
の
無
電
柱
化

推
進
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

　

許
ご
み
収
集
に
つ
い
て
。
契

夏
季
だ
け
で
も
燃
や
す
ご
み
の

収
集
を
午
前
中
に
終
わ
る
よ
う

に
改
善
を
。
形
火
災
時
の
建
築

廃
材
処
理
を
無
料
に
で
き
な
い

か
。
径
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
た
め
に
遺
品
整
理
等
の
臨
時

ご
み
を
扱
う
業
者
を
条
件
付
き

で
紹
介
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

契
収
集
車
を
１

台
増
や
す
と
月
約　

万
円
掛
か

１２４

り　

分
し
か
短
縮
で
き
ず
、
午

５０
前
中
に
収
集
す
る
に
は
、
各
地

区
に
３
台
増
車
が
必
要
に
な
る
。

形
現
状
は
産
業
廃
棄
物
の
収
集

許
可
業
者
に
依
頼
し
て
も
ら
っ

て
い
る
が
研
究
す
る
。
径
研
究

課
題
の
一
つ
と
し
て
考
え
た
い
。

武
蔵
小
金
井
北
口
再
開
発

武
蔵
小
金
井
北
口
再
開
発
のの

今
後
／
ご
み
収
集
改

今
後
／
ご
み
収
集
改
善善

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

　

虚
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
用

す
る
、
福
祉
バ
ス
「
み
ど
り
号
」

は
、
福
祉
団
体
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
子
ど
も
会
や
悠
友
ク
ラ

ブ
、
町
会
自
治
会
な
ど
多
く
の

市
民
団
体
が
利
用
し
、
市
民
活

動
の
足
と
な
っ
て
い
る
。
活
動

を
支
援
す
る
補
助
策
な
ど
、
市

の
考
え
を
問
う
。

　

福
祉
保
健
部
長　

他
市
の
補

助
事
例
等
を
参
考
に
慎
重
に
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

許
も
の
を
大
切
に
す
る
人
を

育
む
た
め
に
。
契
文
房
具
な
ど

不
要
な
学
用
品
の
回
収
を
し
な

い
か
。
形
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の

回
数
を
増
や
さ
な
い
か
。
径
東

京
都
の
子
ど
も
食
堂
推
進
事
業

補
助
金
を
得
る
為
に
も
、
子
ど

も
食
堂
連
絡
会
の
立
ち
上
げ
、

活
動
を
支
援
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

契
研
究
課
題
と

し
た
い
。
形
増
や
し
た
い
。
社

会
福
祉
協
議
会
と
協
議
す
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

径
期
待

さ
れ
る
効
果
は
あ
る
と
考
え
る
。

団
体
に
周
知
し
た
い
。

　

距
玉
川
上
水
沿
い
の
緑
道
整

備
活
用
の
進
捗
に
つ
い
て
。
契

平
右
衛
門
橋
と
横
断
歩
道
ま
で

の
間
の
緑
道
の
拡
幅
を
。
形
ス

ロ
ー
プ
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
。

径
誰
も
が
歩
き
や
す
い
緑
道
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
東
京
都

教
育
庁
に
相
談
し
て
い
る
。
形

現
段
階
で
は
検
討
中
。
径
整
備

活
用
推
進
委
員
会
で
、
歩
き
や

す
く
自
然
に
近
い
土
系
の
路
面

と
す
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

「
み
ど
り
号
」
廃
止
を
受

「
み
ど
り
号
」
廃
止
を
受
けけ

市
の
対
応
を
問

市
の
対
応
を
問
うう

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

　

虚
い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ

な
い
小
金
井
実
現
の
た
め
、
条

例
策
定
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

　

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
の
現

状
が
更
に
複
雑
化
、
多
様
化
し
、

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
も
よ
り

専
門
的
な
立
場
か
ら
意
見
を
頂

き
、
い
じ
め
対
策
委
員
会
を
作

り
、
弁
護
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
な
ど
、
様
々
な
専
門
家

に
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

た
だ
き
、
改
善
の
知
恵
を
頂
く

こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
延
長
す
る
意
味
合
い
で
、
小

金
井
市
い
じ
め
防
止
条
例
の
策

定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

許
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

報
酬
区
分
の
導
入
に
よ
り
、
重

度
の
お
子
さ
ん
の
割
合
が　

％
５０

を
超
え
な
い
と
事
業
所
報
酬
単

価
が
下
が
る
制
度
変
更
の
影
響

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

平
成　

年
３０

４
月
１
日
時
点
の
指
標
該
当
状

況
に
関
す
る
通
知
を　

人
全
員

２３０

に
送
付
し
、
報
酬
改
定
や
利
用

料
金
に
影
響
が
出
る
可
能
性
を

記
載
し
て
い
る
。
今
後
、
説
明

会
を
含
め
、
よ
り
丁
寧
な
説
明

の
方
法
・
内
容
に
つ
い
て
検
討

し
、
適
切
な
周
知
を
行
う
。
情

報
収
集
し
て
い
る
が
、
重
度
の

方
は
そ
う
多
く
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
報
酬
改
定
か
ら
２
か

月
経
つ
中
で
、
影
響
に
つ
い
て

は
市
内
事
業
者
や
近
隣
市
の
状

況
、
国
や
都
の
動
向
を
含
め
て

積
極
的
に
情
報
収
集
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
が
伸
び
や
か

子
ど
も
が
伸
び
や
か
にに

暮
ら
す
小
金
井
市
の
実
現

暮
ら
す
小
金
井
市
の
実
現
をを

沖
浦
あ
つ
し

（
こ
が
あ
す
）

　

虚
肝
心
な
時
に
、
地
域
は
学

校
を
守
れ
る
の
か
。
見
守
り
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
方

々
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
で
、

そ
う
で
な
い
方
で
も
見
守
り
の

意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
大
切
。
既
導
入
の
、
こ
が
ね

い
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
の
受
信

登
録
者
数
が　

人
に
１
人
い
る

１０

か
い
な
い
か
と
い
う
状
況
で
、

地
域
の
全
て
の
人
が
気
付
け
る

も
の
が
あ
れ
ば
、
見
守
る
目
を

増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
学

校
の
下
校
時
間
に
防
災
無
線
を

活
用
し
て
見
守
り
の
呼
び
か
け

放
送
を
し
な
い
か
。（
近
隣
自

治
体
で
活
用
実
例
あ
り
）

　

総
務
部
長　

夕
刻
に
防
災
無

線
を
活
用
す
る
ふ
れ
あ
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
は
、
あ
く
ま
で
も
機
器

が
正
常
に
動
作
す
る
か
ど
う
か

の
点
検
が
趣
旨
で
あ
る
。
見
守

り
活
動
と
し
て
の
活
用
に
つ
い

て
、
そ
の
目
的
等
も
他
市
の
状

況
を
調
査
・
研
究
し
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

実
施
が
で

き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
地
域
の

皆
様
に
更
に
注
意
を
し
て
い
た

だ
け
る
取
組
で
あ
る
。

　

許
転
入
者
へ
町
会
・
自
治
会

の
加
入
案
内
は
、
希
望
が
な
け

れ
ば
配
っ
て
い
な
い
状
況
。

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
の
掲
載

や
差
込
書
類
を
工
夫
し
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　
「
わ
た
し

の
便
利
帳
」
の
転
入
者
向
け
や

防
災
関
連
の
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

の
検
討
を
す
る
。
転
入
者
用
ス

ト
ッ
ク
分
へ
の
加
入
案
内
の
差

し
込
み
は
可
能
と
考
え
る
。

地
域
の
見
守
る
目

地
域
の
見
守
る
目
をを

増
や
す
た
め
に
で
き
る
こ

増
や
す
た
め
に
で
き
る
こ
とと

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
子
ど
も
の
安
全
安
心
の
確

保
の
た
め
に
。
契
子
ど
も
を
見

守
る
家
（
カ
ン
ガ
ル
ー
の
ポ
ケ

ッ
ト
）
の
継
続
と
更
な
る
推
進

を
。
形
ス
ク
ー
ル
メ
ー
ル
シ
ス

テ
ム
の
現
状
と
課
題
は
。
径
防

災
行
政
無
線
で
の
「
ふ
れ
あ
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
」
の
活
用
を
。
恵

こ
き
ん
ち
ゃ
ん
あ
い
さ
つ
運
動

で
缶
バ
ッ
チ
作
成
は
。
慶
安
全

安
心
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の

利
用
拡
大
を
。
慧
わ
ん
わ
ん
パ

ト
ロ
ー
ル
の
理
解
と
協
力
を
。

憩
子
ど
も
を
見
守
る
強
化
月
間

の
創
設
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
平
成　
２９

年
７
月
現
在
千　

件
、
一
層
の

１６６

周
知
徹
底
に
努
め
る
。
形
シ
ス

テ
ム
の
活
用
が
で
き
る
よ
う
促

し
て
い
き
た
い
。
憩
ど
う
展
開

で
き
る
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

総
務
部
長　

径
子
ど
も
の
見

守
り
の
時
間
の
目
安
と
し
て
活

用
し
て
い
く
。
恵
缶
バ
ッ
チ
２

万
個
を
作
成
し
配
布
し
て
い
る
。

慶
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

慧
警
察
と
協
力
、
連
携
し
た
い
。

　

許
学
校
行
事
や
教
育
機
関
周

辺
で
の
禁
煙
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

全
校
の
禁

煙
化
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

　

距
中
学
校
で
の
防
災
訓
練
の

実
施
及
び
消
防
団
活
動
の
周
知

教
育
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

消
防
署
と

連
携
し
訓
練
を
実
施
。
消
防
団

活
動
の
周
知
徹
底
を
図
り
た
い
。

　

鋸
９
年
前
に
作
っ
た
農
家
の

庭
先
販
売
所
マ
ッ
プ
の
更
新
を
。

　

市
民
部
長　

検
討
し
た
い
。

子
ど
も
た
ち

子
ど
も
た
ち
をを

地
域
で
見
守
る
体
制
強
化

地
域
で
見
守
る
体
制
強
化
をを

白
井　

亨

（
こ
が
お
も
）

　

市
内
保
育
園
で
の
巡
回
相
談

（
専
門
士
派
遣
）
に
つ
い
て
、

公
立
５
園
で
は
２
か
月
に
１
度

３
職
種
の
専
門
士
が
各
園
に
派

遣
さ
れ
、
私
立
園
で
は
現
在
合

計
７
園
が
市
の
補
助
制
度
を
活

用
し
て
専
門
士
を
派
遣
し
て
い

る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

分
か
っ
た
。
契
巡
回
相
談
の
必

要
性
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

形
利
用
ニ
ー
ズ
の
あ
る
他
の
私

立
園
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
。
径

補
助
額　

万
円
上
限
の
拡
充
な

２５

ど
の
検
討
は
。
恵
幼
稚
園
で
の

巡
回
相
談
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し

て
い
る
か
。
慶
幼
稚
園
の
現
状

把
握
か
ら
取
り
組
ま
な
い
か
。

慧
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
き

ら
り
で
は
開
設
時
に
保
育
施
設

へ
の
巡
回
相
談
が
予
定
さ
れ
て

い
た
が
現
状
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
子
ど

も
の
よ
り
良
い
成
長
の
た
め
、

大
事
な
事
業
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
径
民
間
園
長
会
な
ど
の
様

々
な
機
会
で
意
見
交
換
を
し
て

い
る
。
慶
今
後
ど
の
よ
う
な
形

に
し
て
い
く
か
研
究
・
検
討
し

た
い
。

　

保
育
政
策
担
当
課
長　

形
現

在
は
周
知
を
し
て
い
る
。
詳
細

に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

　

恵
詳
細
な
聞
き
取
り
等
は
行

っ
て
い
な
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

慧
現
在
は

で
き
て
い
な
い
。
今
後
は
、
こ

の
計
画
に
あ
る
内
容
を
、
当
該

施
設
ま
た
、
関
係
部
署
と
連
携

し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
計
画

を
実
行
で
き
る
か
課
題
で
あ
る
。

市
内
保
育
所
全
園

市
内
保
育
所
全
園
でで

巡
回
相
談
を
実
施
し
よ

巡
回
相
談
を
実
施
し
よ
うう

%
%

%
%
%
%
%
%

（ 自民党・信頼 ） 自由民主党・信頼の小金井

（ 日 本 共 産 党 ） 日本共産党小金井市議団

（ 公 明 党 ） 小金井市議会公明党

（ み ら い ） みらいのこがねい

（ こ が お も ） 小金井をおもしろくする会

（ 市 民 会 議 ） こがねい市民会議

（ 情 報 公 開 ） 情報公開こがねい

（ 改 革 連 合 ） 改革連合

（ 生活者ネット ） 生活者ネットワーク

（ こ が あ す ） 小金井の明日をつくる会

（ 市 民 カ エ ル ） 市民といっしょにカエル会

（ 緑・つながる ） 緑・つながる小金井

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問
（４面〜６面）６月５日、７日、８日、１１日



平成３０年（２０１８年）８月２８日発行－５－　　（２６１号） 市 議 会 だ よ り

河
野
律
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
契
名
所
や
史
跡
な
ど
の
観

光
案
内
板
を
改
修
・
新
設
し
、

ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
環
境
を

整
備
し
愛
着
の
あ
る
小
金
井
に
。

形
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
不
特
定
多
数
の
寄
付
を
募
る

こ
と
）
を
活
用
し
て
設
置
を
。

　

市
民
部
長　

契
改
修
を
検
討
。

　

企
画
財
政
部
長　

形
今
年
度

中
に
取
組
を
実
施
し
た
い
。

　

許
第
２
地
区
の
子
育
て
支
援

施
設
に
親
子
カ
フ
ェ
の
設
置
を
。

広
場
を
一
体
的
に
活
用
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
賑
わ
い
を
。

　

都
市
整
備
部
長　

駅
周
辺
の

賑
わ
い
が
高
ま
る
よ
う
、ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

距
契
保
育
園
民
営
化
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
見
直
す
時
機
で
あ
り
、

保
護
者
に
保
育
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
を
示
し
て
の
協
議
が
必
要

で
は
。
形
保
育
園
に
通
う
子
ど

も
の
使
用
済
み
お
む
つ
の
持
ち

帰
り
を
早
期
に
見
直
し
、
子
育

て
環
境
の
向
上
を
図
ら
な
い
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
厳
し
い
状
況
だ
が
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
は
示
し
た
い
。

形
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

鋸
小
金
井
街
道
と
東
八
道
路

が
交
錯
す
る
交
差
点
等
を
拡
幅

し
、
通
行
の
安
全
性
の
向
上
を
。

　

都
市
整
備
部
長　

必
要
で
あ

る
。都
の
整
備
計
画
を
注
視
す
る
。

■
そ
の
他
、
武
蔵
小
金
井
駅
南

口
駅
前
の
景
観
整
備
や
高
架
下

の
利
活
用
、
北
口
の
再
生
に
更

な
る
支
援
と
、
第
２
地
区
商
業

棟
の
タ
ウ
ン
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
公

募
を
要
望
し
た
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ンン

～
小
金
井
の
魅
力
発
信

～
小
金
井
の
魅
力
発
信
～～

板
倉
真
也

（
日
本
共
産
党
）

　

虚
契
経
管
栄
養
導
入
者
か
ら

特
養
ホ
ー
ム
入
所
に
関
す
る
相

談
が
来
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
。
形
経
管

栄
養
導
入
者
が
入
所
で
き
る
特

養
ホ
ー
ム
の
確
立
に
向
け
た
手

立
て
を
、
早
急
に
行
う
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
施
設
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

よ
う
に
ご
案
内
し
て
い
る
。
形

特
養
ホ
ー
ム
は
、
介
護
の
必
要

な
方
に
対
す
る
生
活
の
場
の
提

供
の
た
め
の
施
設
。
医
療
ニ
ー

ズ
が
よ
り
高
い
方
に
関
し
て
は
、

介
護
療
養
病
床
や
介
護
医
療
院

も
新
た
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。

特
養
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
全

て
の
医
療
行
為
の
必
要
な
方
に

対
応
を
講
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、

現
実
的
に
は
難
し
い
。

　

許
契
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度
及
び
空

き
店
舗
活
用
施
策
の
創
設
を
。

形
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の

制
定
を
。

　

市
民
部
長　

契
東
京
都
が
直

接
補
助
を
行
う
商
店
街
空
き
店

舗
活
用
事
業
が
平
成　

年
度
か

２９

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
店
舗
リ

フ
ォ
ー
ム
や
空
き
店
舗
対
策
に

関
し
て
は
、
東
京
都
に
お
い
て

一
定
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る

た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

東
京
都
の
事
業
へ
の
上
乗
せ
、

横
出
し
を
含
め
て
、
独
自
の
制

度
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
。

　

形
産
業
振
興
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
、
市
内
の
産
業
振
興
を
推

進
し
て
い
く
。

経
管
栄
養
導
入
者

経
管
栄
養
導
入
者
がが

入
所
で
き
る
特
養
ホ
ー
ム

入
所
で
き
る
特
養
ホ
ー
ム
をを

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

　

虚
障
が
い
の
あ
る
人
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）、
外
国
人

等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
解

消
す
る
た
め
、
学
校
や
地
域
で
、

正
し
い
知
識
を
得
る
学
習
会
や

研
修
会
を
開
催
す
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

市
職
員
に

は
、
障
が
い
者
理
解
促
進
研
修

会
を
年
３
回
開
催
す
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
専

門
講
師
に
よ
る
研
修
会
を
実
施

す
る
予
定
。

　

生
涯
学
習
部
長　

貫
井
北
セ

ン
タ
ー
で
、
９
月　

日
に
Ｌ
Ｇ

２９

Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
を
深
め
る
市
民

向
け
講
習
会
を
開
催
す
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

教
職
員
も

都
の
人
権
教
育
研
修
会
に
出
席

し
て
お
り
、
東
中
学
校
で
は
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
研
究
授

業
が
行
わ
れ
た
。

　

許
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
へ

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
。
契
運

転
免
許
の
早
期
自
主
返
納
を
進

め
る
た
め
、
更
な
る
公
共
交
通

の
充
実
と
、
予
約
制
の
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
等
の
導
入
を
行
う

べ
き
。
形
自
動
車
教
習
所
で
は
、

免
許
証
更
新
の
際
、
高
齢
者
講

習
が
混
み
合
い
、
期
限
内
に
手

続
き
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が

あ
る
。
早
め
に
更
新
手
続
き
を

行
う
よ
う
市
民
に
周
知
す
べ
き
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
今
年
度

よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
再
編

事
業
を
実
施
し
、
運
行
ル
ー
ト

や
本
数
等
を
総
合
的
に
検
討
す

る
。
形
早
期
対
応
の
周
知
を
検

討
す
る
。

全
て
の
人
が
差
別
さ
れ
な

全
て
の
人
が
差
別
さ
れ
な
いい

ま
ち
小
金
井

ま
ち
小
金
井
をを宮

下　

誠

（
公
明
党
）

　
「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」「
信

頼
」「
お
互
い
さ
ま
の
意
識
」、

こ
の
３
つ
が
良
好
だ
と
地
域
は

安
定
す
る
。
今
後
は
住
民
が
積

極
的
に
地
域
や
社
会
に
関
わ
る

流
れ
を
よ
り
強
く
、
太
く
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
契
町

会
・
自
治
会
に
対
す
る
支
援
策

を
打
た
な
い
か
。
形
防
災
関
連

グ
ッ
ズ
を
適
切
に
提
供
し
、
自

主
防
災
会
の
取
組
の
後
押
し
を
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
財
政
支

援
と
し
て
は
、
新
た
に
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
つ
い
て

案
内
し
て
い
る
。
こ
の
助
成
事

業
自
体
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
が
、

煩
雑
な
手
続
き
等
の
た
め
、
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
を
市
で
各
町
会
や
自
治
会

の
希
望
を
集
約
し
、
市
が
実
施

主
体
と
な
っ
て
申
請
手
続
き
を

行
う
こ
と
で
、
よ
り
活
用
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
も
の
。
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
今
後
も

積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

　

総
務
部
長　

形
市
で
は
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
等
の
防
災
グ
ッ
ズ
は

支
給
し
て
い
な
い
が
、
防
犯
に

も
つ
な
が
る
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
自
主
防
災
会

も
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
際
は
、

防
犯
グ
ッ
ズ
を
支
給
し
て
い
る
。

な
お
、
防
犯
グ
ッ
ズ
の
種
類
は
、

ベ
ス
ト
や
帽
子
な
ど
十
種
類
程

度
あ
る
が
、
今
後
、
自
治
会
等

が
要
望
す
る
新
た
な
防
犯
グ
ッ

ズ
に
つ
い
て
は
検
討
し
、
必
要

と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
可
能
な
限
り
支
給
し
た
い
。

町
会
・
自
治
会
に
対
す

町
会
・
自
治
会
に
対
す
るる

市
の
支
援
拡
充
を
求
め

市
の
支
援
拡
充
を
求
め
るる

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

　

契
国
か
ら
の
通
知
と
庁
内
で

の
通
知
は
。
形
市
の
考
え
方
は
。

径
シ
ス
テ
ム
管
理
は
。
恵
管
理

は
西
暦
だ
が
、
出
力
す
る
際
は

元
号
。
改
元
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
に
係
る
費
用
は
。
慶
申
請

書
や
届
出
書
は
。
慧
市
が
送
付

す
る
文
書
は
。
憩
西
暦
と
元
号

を
併
記
し
な
い
か
。
掲
平
成　
５０

年
と
記
載
の
あ
る
議
会
資
料
に

は
違
和
感
が
あ
る
が
、
ど
う
か
。

携
計
画
書
や
条
例
に
記
載
の
あ

る
平
成　

年
な
ど
の
扱
い
は
。

３３

敬
市
民
の
目
に
触
れ
る
計
画
物

や
刊
行
物
は
西
暦
、
も
し
く
は

西
暦
と
元
号
の
併
記
を
。

　

総
務
部
長　

契
国
か
ら
の
通

知
は
来
て
い
な
い
。
通
知
を
待

っ
て
、
適
宜
対
応
し
て
い
く
。

形
現
状
の
対
応
を
基
本
に
、
他

市
等
の
動
向
も
留
意
し
な
が
ら

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。
慶
西

暦
の
併
記
も
可
能
と
し
て
い
る
。

慧
基
本
的
に
元
号
使
用
。
憩
国

な
ど
の
動
向
に
留
意
し
適
切
に

対
処
し
た
い
。
掲
各
課
で
市
民

へ
の
分
か
り
や
す
さ
等
の
観
点

で
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。
携

前
回
改
元
時
の
方
針
も
踏
ま
え

適
切
に
対
応
し
た
い
。
敬
適
宜

分
か
り
や
す
い
表
記
に
努
め
る
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長　

契
各

課
シ
ス
テ
ム
は
、
改
正
ま
で
に

修
正
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響

な
い
よ
う
周
知
し
て
い
る
。
径

デ
ー
タ
は
西
暦
で
管
理
。
恵
各

課
の
費
用
は
把
握
し
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
、
文
化
財
保
護
と
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

来
年
5
月
元
号
改

来
年
5
月
元
号
改
定定

こ
の
機
会
に
西
暦
使
用

こ
の
機
会
に
西
暦
使
用
をを

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

　

市
内
公
園
の
約
８
割
が　

釈
５００

未
満
と
小
規
模
で
、
地
域
に
お

け
る
整
備
状
況
の
格
差
、
偏
在

化
に
よ
る
低
未
利
用
公
園
の
発

生
や
維
持
管
理
が
課
題
。
契
公

園
が
市
民
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

写
真
付
き
で
公
園
の
魅
力
を
発

信
す
べ
き
。
形
公
園
を
も
っ
と

楽
し
く
身
近
に
す
る
た
め
無
料

の
公
園
ア
プ
リ
を
導
入
し
な
い

か
。
径
低
未
利
用
公
園
を
地
域

に
開
き
、
公
園
を
市
民
の
夢
を

叶
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
へ

育
て
る
べ
き
。
恵
公
園
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
検
討
を
。
慶

開
発
に
よ
る
新
た
な
公
園
で
は

な
く
公
園
協
力
金
の
提
供
を
受

け
公
園
全
体
の
維
持
管
理
に
活

用
す
べ
き
。
慧
利
用
者
が
多
い

栗
山
公
園
で
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を

導
入
し
な
い
か
。
憩
エ
リ
ア
を

定
め
、
個
性
の
異
な
る
公
園
を

配
置
す
べ
き
。
掲
公
園
づ
く
り

は
都
市
づ
く
り
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
計
画
に
位
置
付
け
る
べ
き
。

　

環
境
部
長　

契
魅
力
の
伝
わ

る
公
園
紹
介
に
努
め
る
。
形
効

果
は
あ
る
が
研
究
課
題
。
径
低

未
利
用
公
園
の
整
理
は
避
け
ら

れ
な
い
課
題
。
恵
大
変
魅
力
的

だ
が
今
後
の
研
究
課
題
。
慶
条

例
の
見
直
し
を
検
討
す
る
時
期

に
来
て
い
る
。
慧
大
変
魅
力
的

な
制
度
で
研
究
を
始
め
て
い
る
。

憩
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　

市
長　

掲
公
園
の
在
り
方
は

新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

市
民
の
力
を
結
集
し
て
守
り
育

て
る
公
園
に
つ
い
て
積
極
的
か

つ
具
体
的
に
検
討
す
る
。

公
園
を
市
民
の
夢
を
叶
え

公
園
を
市
民
の
夢
を
叶
え
るる

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
へへ

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

　

虚
学
童
保
育
所
の
民
間
委
託

に
つ
い
て
問
う
。
契
財
政
効
果

に
つ
い
て
、
委
託
に
よ
っ
て
学

童
保
育
所
の
職
員
は
任
用
替
え

と
な
っ
て
い
る
。
市
全
体
で
は
、

職
員
が
減
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
財
政
効
果
は
生
ま
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
職
員
人
件

費
は
理
論
値
の
１
人　

万
円
で

８３０

計
算
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
給

与
と
比
較
す
る
と
委
託
に
よ
る

財
政
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
の

で
は
な
い
か
。
形
財
政
効
果
が

あ
る
な
ら
ば
、
学
童
保
育
の
充

実
の
た
め
に
使
う
べ
き
。
財
政

効
果
は
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
。
径
施
設
清
掃
な
ど
要
望
に

応
え
る
こ
と
を
求
め
る
。
こ
れ

以
上
の
委
託
化
は
や
め
る
べ
き
。 　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
中
長

期
的
に
見
れ
ば
人
件
費
削
減
に

あ
た
っ
て
い
る
。
実
払
給
与
額

等
で
比
較
す
る
と
財
政
効
果
も

下
が
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
。

径
清
掃
は
今
年
度
も
つ
い
て
い

な
い
。

　

許
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の

拡
充
に
つ
い
て
、
他
市
と
比
較

し
て
も
実
施
回
数
が
少
な
い
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
謝
礼

を
増
額
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

形
生
み
だ
さ
れ
た
財

源
は
、
学
童
保
育
サ
ー
ビ
ス
等

の
充
実
に
あ
て
て
い
く
と
認
識

し
て
い
る
。

　

生
涯
学
習
部
長　

今
後
謝
礼

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
将
来
整
備
計
画
等
を
持
つ
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

学
童
保
育
所
の
民
間
委
託

学
童
保
育
所
の
民
間
委
託
にに

つ
い
て
問

つ
い
て
問
うう田

頭
祐
子

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
契
複
合
型
の
新
庁
舎
・
新

福
祉
会
館
は
平
成　

年
度
末
に

３３

竣
工
予
定
。
リ
ー
ス
庁
舎
を
解

消
し
、
財
政
負
担
を
減
ら
す
た

め
に
も
早
期
竣
工
が
重
要
。
床

面
積
の
縮
減
検
討
は
。
形
基
本

設
計
か
ら
竣
工
ま
で
に
出
来
る

コ
ス
ト
縮
減
の
検
討
と
工
夫
は
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
床
面
積

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
等
に
も

基
づ
き
算
出
。
そ
こ
か
ら
複
合

化
等
の
削
減
で
１
万
２
千
釈
と

見
込
ん
だ
。
職
員
１
人
当
た
り

の
床
面
積
は　

・
７
６
釈
で
、

２０

多
摩
各
市
中
最
少
。
形
建
物
の

品
質
を
下
げ
ず
コ
ス
ト
削
減
す

る
手
法
で
、
常
に
コ
ス
ト
を
意

識
す
る
。
建
築
費
だ
け
で
な
く
、

修
繕
費
な
ど
建
物
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
着
目
し
検
討
。

　

許
契
福
祉
総
合
相
談
窓
口
は

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
さ
れ

る
が
、
深
刻
な
相
談
や
複
合
事

業
も
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
ず
、

他
課
や
関
係
機
関
と
連
携
で
き

る
の
か
。
形
地
域
福
祉
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
は
増
員
さ
れ
る
の

か
。
径
現
状
、
福
祉
的
接
遇
の

リ
ー
ダ
ー
は
い
な
い
。
専
門
性

を
持
つ
正
規
職
員
の
配
置
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
地
域
福

祉
課
が
間
に
入
る
。
形
今
後
の

課
題
。
径
経
験
年
数
が
長
い
専

門
職
員
は
必
要
だ
が
、
市
役
所

全
体
で
組
織
の
バ
ラ
ン
ス
も
。

　

距
市
民
協
働
の
観
点
で
、
市

役
所
の
昼
休
み
中
の
窓
口
「
昼

窓
」
を
更
に
拡
げ
る
べ
き
。

　

市
長　

市
民
の
役
に
立
つ
よ

う
今
年
度
見
直
し
を
検
討
す
る
。

新
庁
舎
の
コ
ス
ト
は

新
庁
舎
の
コ
ス
ト
は
／／

福
祉
相
談
に
接
遇
の
プ
ロ

福
祉
相
談
に
接
遇
の
プ
ロ
をを
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湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
契
栗
山
公
園
の
修
景
池
は

ポ
ン
プ
故
障
に
よ
り
水
が
抜
か

れ
、
今
は
雨
水
が
溜
ま
っ
て
い

る
。
カ
ル
ガ
モ
の
子
育
て
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
市
民
も
心
配

し
て
い
る
。
早
急
に
復
旧
し
て

欲
し
い
。
形
長
年
使
わ
れ
て
お

ら
ず
ひ
び
の
入
っ
た
噴
水
設
備

も
こ
の
機
会
に
対
応
を
。
径
元

々
ゴ
ミ
が
気
に
な
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
池
の
清
掃
は
充
分
か
。

低
未
利
用
公
園
の
整
理
等
に
よ

り
、
必
要
な
管
理
費
用
が
行
き

渡
る
よ
う
合
理
化
す
べ
き
。

　

環
境
部
長　

契
機
械
が
受
注

生
産
の
た
め
ど
う
し
て
も
最
短

５
か
月
か
か
る
。
工
事
期
間
中

は
警
備
員
を
配
置
す
る
な
ど
利

用
者
に
は
最
大
限
配
慮
す
る
。

形
整
備
を
行
い
た
い
。
噴
水
復

活
は
す
ぐ
に
は
難
し
い
た
め
、

将
来
的
に
噴
水
に
戻
せ
る
余
地

を
残
し
た
上
で
、
一
旦
花
壇
等

に
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
径

公
園
等
整
備
基
本
方
針
を
策
定

し
て
方
針
を
具
体
化
し
て
い
く
。

　

許
子
ど
も
の
日
焼
け
は
後
年

の
皮
膚
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
。
プ
ー
ル
の
水
が
汚
れ
る
と

の
理
由
か
ら
日
焼
け
止
め
の
使

用
を
禁
止
す
る
学
校
が
あ
る
が
、

専
門
機
関
は
耐
水
性
で
あ
れ
ば

水
質
を
汚
濁
し
な
い
と
し
て
使

用
を
推
奨
し
て
い
る
。
子
ど
も

の
健
康
を
第
一
に
、
プ
ー
ル
授

業
で
の
日
焼
け
止
め
や
ラ
ッ
シ

ュ
ガ
ー
ド
着
用
を
認
め
る
べ
き
。

　

学
校
教
育
部
長　

屋
外
活
動

に
お
け
る
健
康
管
理
に
配
慮
す

る
よ
う
各
学
校
に
周
知
し
た
い
。

栗
山
公
園
の
池
／
プ
ー

栗
山
公
園
の
池
／
プ
ー
ルル

授
業
の
日
焼
け
止
め
解

授
業
の
日
焼
け
止
め
解
禁禁

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

　

虚
地
域
包
括
ケ
ア
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
に
は
医
療
と
介

護
の
連
携
と
同
時
に
、
在
宅
医

療
体
制
の
増
強
が
重
要
で
あ
る

が
、
市
は
弱
い
の
で
は
な
い
か
。

市
民
か
ら
は
「
病
院
に
通
え
な

く
な
っ
た
ら
お
家
で
診
て
も
ら

え
る
の
か
不
安
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
く
る
。
市
が
支
援
し

課
題
を
解
決
す
る
べ
き
。

　

高
齢
福
祉
担
当
課
長　

各
関

係
機
関
と
の
会
議
で
は
課
題
の

抽
出
と
検
討
を
し
て
い
る
。
そ

こ
で
出
た
課
題
に
つ
い
て
は
ま

だ
予
算
化
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

許
社
協
バ
ス
「
み
ど
り
号
」

は
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い

る
。
市
民
か
ら
は
「
廃
止
し
な

い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
出

て
い
る
。
運
行
業
務
の
廃
止
は

や
め
る
べ
き
。
存
続
を
さ
せ
る

か
、
も
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
る

バ
ス
を
同
じ
よ
う
な
低
負
担
で

利
用
で
き
る
よ
う
な
支
援
や
補

助
な
ど
対
策
を
と
る
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

同
様
の
業

務
の
継
続
は
財
政
的
に
厳
し
い
。

補
助
等
の
対
策
は
慎
重
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

距
本
町
住
宅
の
一
部
建
て
替

え
に
関
し
て
、
住
民
追
い
出
し

の
や
り
方
は
許
せ
な
い
。
市
は

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
と
連
携

し
、
早
期
に
住
民
へ
丁
寧
な
説

明
や
対
応
を
行
い
、
住
宅
保
障

な
ど
必
要
な
支
援
を
す
る
べ
き
。

　

都
市
整
備
部
長　

東
京
都
住

宅
供
給
公
社
に
対
し
て
丁
寧
な

対
応
や
支
援
な
ど
要
望
を
伝
え

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

在
宅
医
療
の
充
実

在
宅
医
療
の
充
実
をを

／
社
協
バ
ス
の
存
続

／
社
協
バ
ス
の
存
続
をを

紀
由
紀
子

（
公
明
党
）

　

虚
健
康
長
寿
の
た
め
の
フ
レ

イ
ル
（
加
齢
に
よ
る
心
身
の
虚

弱
）
予
防
と
在
宅
医
療
・
介
護

の
推
進
に
つ
い
て
契
要
介
護
に

な
る
要
因
は
何
か
。
形
予
防
に

つ
い
て
、
フ
レ
イ
ル
は
筋
力
が

衰
え
る
「
身
体
的
フ
レ
イ
ル
」、

う
つ
や
認
知
機
能
が
低
下
す
る

「
心
理
的
・
認
知
的
フ
レ
イ
ル
」、

独
居
や
経
済
的
困
窮
、
孤
食
に

よ
る
「
社
会
的
フ
レ
イ
ル
」
が

あ
る
。
そ
の
推
進
は
ど
う
か
。

　

許
契
さ
く
ら
体
操
の
現
状
・

課
題
と
推
進
は
。
形
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
課
題
と
推
進
は
。
径
高
齢
者

の
食
育
（
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取

や
減
塩
や
孤
食
の
課
題
）
の
今

後
の
展
開
は
。
恵
口
腔
ケ
ア
の

推
進
を
。
オ
認
知
症
カ
フ
ェ
や

介
護
者
家
族
会
等
の
支
援
す
る

人
を
支
え
る
対
策
の
推
進
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

虚
契
１
位

は
認
知
症
、
２
位
は
脳
血
管
疾

患
、
３
位
は
フ
レ
イ
ル
で
、
介

護
予
防
や
重
度
化
へ
の
対
策
が

重
要
で
あ
る
。
形
是
非
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

許
契
さ
く
ら
体
操
の
管
理
会

場
８
か
所
で
年
間
１
万
８
千
人

の
参
加
者
数
。
リ
ー
ダ
ー
や
会

場
の
確
保
に
努
め
た
い
。
形
受

入
事
業
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

拡
充
の
た
め
周
知
に
努
め
た
い
。

径
介
護
と
健
康
分
野
で
連
携
し
、

予
防
に
努
め
た
い
。
恵
口
腔
ケ

ア
は
、
フ
レ
イ
ル
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。
進
め
て
い
き
た
い
。

オ
介
護
者
手
帳
を
配
布
し
介
護

者
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

健
康
長
寿
の
フ
レ
イ
ル
予

健
康
長
寿
の
フ
レ
イ
ル
予
防防

と
在
宅
医
療
介
護
推

と
在
宅
医
療
介
護
推
進進

片
山　

薫

（
市
民
カ
エ
ル
）

　

虚
契
政
策
決
定
過
程
の
文
書

は
永
年
保
存
を
。
形
子
ど
も
の

権
利
条
例
制
定
の
経
緯
は
、
見

直
し
の
た
め
重
要
だ
が
、
な
ぜ

残
っ
て
い
な
い
の
か
。
径
障
害

者
差
別
解
消
条
例
の
資
料
も
永

年
保
存
を
。
恵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
の
歴
史
文
書
保
存
の
検
討
の

際
に
公
文
書
管
理
条
例
を
作
り

公
文
書
館
を
整
備
す
べ
き
だ
。

　

総
務
部
長　

契
他
市
事
例
を

参
考
に
研
究
す
る
。
恵
他
市
の

動
向
に
留
意
す
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

形
廃
棄

年
度
が
来
た
の
で
廃
棄
し
た
。

　

福
祉
保
健
部
長　

径
永
年
保

存
の
判
断
に
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

許
契
市
民
に
対
し
て
警
察
を

呼
ぶ
の
は
な
ぜ
か
。
全
庁
的
に

把
握
す
べ
き
。
形
措
置
入
院
後

の
市
の
支
援
体
制
は
。

　

総
務
部
長　

契
個
別
事
案
に

よ
る
。
意
見
で
受
け
と
め
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

形
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
対
応
す
る
。

■
そ
の
他
、
新
学
習
指
導
要
領
、

道
徳
教
科
化
、
も
く
せ
い
教
室
、

子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
、

社
会
教
育
と
福
祉
の
連
携
の
見

解
を
新
教
育
長
に
聞
き
ま
し
た
。

公
文
書
管
理
条
例
／
市
役

公
文
書
管
理
条
例
／
市
役
所所

に
警
察
は
呼
ば
な
い

に
警
察
は
呼
ば
な
い
でで

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

　

虚
私
の
本
来
の
考
え
方
は
、

新
庁
舎
と
新
福
祉
会
館
を
そ
れ

ぞ
れ
に
単
独
に
し
、
最
短
時
間

で
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
最
良
と

考
え
て
い
る
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
持
つ
方
々
に
と
っ
て
福

祉
会
館
は
心
の
拠
り
所
で
あ
り
、

リ
ー
ス
庁
舎
の
賃
貸
料
は
無
駄

遣
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
長

の
政
策
と
し
て
進
め
て
き
た
現

在
、
巻
き
戻
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
平
成　

年
開
庁
を
遅
ら
せ

３４

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
不

本
意
だ
が
複
合
化
を
容
認
せ
ざ

る
を
得
な
い
。Ｃ
ｒ
ｅ
儿
２
案

は
決
定
と
考
え
て
良
い
の
か
。

　

市
長　

市
と
し
て
決
定
し
て

お
り
、
私
の
考
え
で
も
あ
る
。

　

許
契
新
庁
舎
建
設
に
デ
ザ
イ

ン
ビ
ル
ド
（
Ｄ
Ｂ
）
方
式
は
メ

リ
ッ
ト
が
少
な
い
と
考
え
る
。

私
は
従
来
方
式
の
設
計
・
施
工

分
離
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

見
解
を
求
め
る
。
形
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｃ
Ｍ
）
業
務
を
導
入
す
る
な

ら
、
基
本
設
計
委
託
事
業
者
の

選
定
と
工
事
監
理
業
務
の
期
間

も
委
託
す
べ
き
で
あ
る
。

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
担
当
課
長　

契
早
期
建
設
と

受
注
者
の
責
任
の
下
で
契
約
金

額
の
範
囲
内
で
事
業
進
捗
が
図

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
形
上
流

工
程
か
ら
関
わ
る
こ
と
で
高
い

効
果
を
発
揮
す
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
速
や
か
な
着
手
の
た

め
に
基
本
設
計
委
託
事
業
選
定

に
Ｃ
Ｍ
が
関
わ
る
こ
と
を
断
念

し
た
。

新
庁
舎
・
新
福
祉
会

新
庁
舎
・
新
福
祉
会
館館

建
設
問

建
設
問
題題

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

　

虚
契
当
初
の
財
源
計
画
で
は

地
方
債
（
借
金
）
は　

億
円
を

３１

見
込
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
が　
２５

億
円
急
増
し　

億
円
に
な
っ
て

５６

い
る
原
因
は
。
形
図
書
館
本
館
、

公
民
館
本
館
、
東
小
金
井
駅
前

文
化
施
設
な
ど
の
基
幹
的
市
民

サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
は
整
備
の

見
通
し
が
な
い
。
庁
舎
に
つ
い

て
は
、
市
長
は
床
面
積
１
万
２

千
釈
を
計
画
し
て
い
る
が
、
現

在
の
本
庁
舎
と
第
二
庁
舎
の
床

面
積
の
合
計
（
９
千
釈
）
程
度

に
圧
縮
し
、
３
千
釈
は
図
書
館

本
館
に
し
て
は
ど
う
か
（
現
在

の
図
書
館
本
館
は
千　

釈
）。

８００

　

企
画
財
政
部
長　

契
機
能
等

が
固
ま
り
、
事
業
費
が
固
ま
っ

て
く
る
中
で
、
庁
舎
・
福
祉
会

館
・
清
掃
関
連
施
設
の
課
題
の

解
決
を
考
え
た
結
果
で
あ
る
。

形
現
在
の
庁
舎
は
執
務
室
が
狭

隘
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
。

　

許
組
織
改
正
に
向
け
て
、
議

会
事
務
局
と
監
査
委
員
事
務
局

を
統
合
、
総
務
課
と
選
挙
管
理

事
務
局
を
統
合
し
て
は
ど
う
か
。

議
会
事
務
局
と
監
査
委
員
事
務

局
の
繁
忙
期
は
ず
れ
て
い
る
。

ま
た
、
武
蔵
野
市
で
は
総
務
課

が
選
挙
管
理
事
務
局
を
兼
ね
て

い
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

事
例
も
含

め
て
検
討
し
た
い
。

　

距
農
工
大
北
側
の
歩
行
者
・

自
転
車
通
路
（
市
道
）
は
、
プ

ラ
タ
ナ
ス
も
あ
り
、
帯
状
公
園

と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

現
時
点
で

は
難
し
い
。

市
庁
舎
建
設

市
庁
舎
建
設
はは

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
徹
底

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
徹
底
をを

森
戸
洋
子

　
　
　
　
　
（
日
本
共
産
党
）

　

京
王
バ
ス
が
４
月　

日
か
ら

１６

ル
ー
ト
と
ダ
イ
ヤ
の
変
更
を
行

っ
た
が
、
多
く
の
高
齢
者
が
困

っ
て
い
る
。
契
市
は
知
っ
て
い

な
が
ら
、
な
ぜ
主
体
的
に
対
策

を
取
ら
な
か
っ
た
の
か
。
形
狛

江
市
や
国
立
市
が
実
施
し
て
い

る
よ
う
に
、
コ
コ
バ
ス
で
シ
ル

バ
ー
パ
ス
を
早
急
に
使
え
る
よ

う
に
し
な
い
か
。
径
東
町
１
丁

目
、
５
丁
目
に
コ
コ
バ
ス
ミ
ニ

を
走
ら
せ
る
こ
と
を
再
度
求
め

る
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
昨
年　
１０

月
に
京
王
バ
ス
か
ら
減
便
の
報

告
を
受
け
た
。
コ
コ
バ
ス
と
の

一
部
競
合
に
よ
り
、
採
算
が
見

込
め
な
い
こ
と
、
運
転
手
の
人

員
不
足
に
よ
り
路
線
の
維
持
が

困
難
で
あ
る
と
説
明
を
受
け
た
。

３
月　

日
に
開
催
し
た
地
域
公

２３

共
交
通
会
議
に
て
報
告
し
、
特

段
の
意
見
等
は
な
か
っ
た
。
形

本
年
度
よ
り
実
施
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
再
編
事
業
に
お
い

て
、
ル
ー
ト
や
運
行
本
数
な
ど

総
合
的
に
見
直
す
予
定
で
あ
る
。

本
事
業
に
お
い
て
の
テ
ー
マ
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
。
現
状
の

運
行
状
況
の
整
理
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
等
の
情
報
収
集
に
努
め
、

福
祉
施
策
等
の
観
点
も
踏
ま
え

た
上
で
総
合
的
に
判
断
し
て
い

き
た
い
。
径
需
要
や
必
要
性
に

つ
い
て
十
分
に
検
討
し
た
上
で

判
断
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
ご
み
の
減
量
、
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
所
の
今
後
に
つ

い
て
、
財
政
問
題
等
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

京
王
バ
ス
ル
ー
ト
変
更
に

京
王
バ
ス
ル
ー
ト
変
更
に
伴伴

う
市
の
対
応
に
つ
い

う
市
の
対
応
に
つ
い
てて

●委員会の視察先とテーマ●

%
%

%
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%
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厚生文教委員会
　７月５日、６日
　▽千葉県柏市（高齢者福祉・地域

包括ケアシステムについて）
　▽長野県松本市（子どもの権利に

関する施策について）

建設環境委員会
　７月５日～６日
　▽奈良県生駒市（再生可能エネル

ギー導入による電力の地産地消
モデル）

　▽京都府京都市（無電柱化の推進
に向けた取組について）

総務企画委員会
　７月９日～１０日
　▽大阪府藤井寺市（公共施設保全

計画の更新方法の検討、広域連
携を進めるための課題抽出と解
決方策の検討）

議会運営委員会
　８月６日～７日
　▽静岡県藤枝市（決算特別委員会・

予算特別委員会・常任委員会の
チェックサイクルについて）

　▽三重県鳥羽市（ＩＴ化の推進に
ついて）

※過去の行政視察報告書は、議会図書室（本庁舎４階）及び情報公開コーナ
ー（第二庁舎６階）で閲覧できます
※平成２９年度から行政視察報告書を市議会ホームページで公開しています。

「ふるさと府中歴史館」の
中にある公文書史料室



この議会報は再生紙を使用しています。 ※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

平成３０年（２０１８年）８月２８日発行－７－　　（２６１号） 市 議 会 だ よ り
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【会派略称】　 　　　　　　自：自由民主党・信頼の小金井　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい     お：小金井をおもしろくする会
会：こがねい市民会議　　　情：情報公開こがねい　　　　　改：改革連合
ネ：生活者ネットワーク　　明：小金井の明日をつくる会　　市：市民といっしょにカエル会
緑：緑・つながる小金井

意 見 書 ・ 決 議 の 審 議 結 果
○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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原案可決○○○○×○△○○○○××××○○○○×議×××
データのねつ造などで法案提出の根拠が総崩れし、長時間労
働を拡大し過労死促進の危険な中身も浮き彫りになり、過労
死遺族からの批判や国民の理解を得られていない状況であ
る。よって強行採決に抗議し撤回を求める。

「働き方改革」一括法案の強行採決
に抗議し、撤回を求める意見書

原案可決○○○○×○○○○○○××××○○○○×議×××
若狭湾沿岸に隣接する４基が稼働することとなったが、原子
力規制委員会の安全審査は、同時事故を想定していない。使
用済み核燃料の行き先も未定で、課題は山積みだ。再稼働に
断固抗議し、原発ゼロの実現を求める。

大飯原発４号機の再稼働に抗議し、
「原発ゼロ」の実現を求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○
心のバリアフリーの普及推進のため、心のバリアフリー推進
事業など、自治体が行うヘルプマーク及びヘルプカードの取
組への財政的支援の充実や国民への更なる情報提供・普及、
理解促進を図ることを強く求める。

ヘルプマークの更なる普及推進を求
める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○
森林資源を循環利用し、林業の成長産業化を実現するために
は、地域材の安定供給体制の構築を新たな木材需要の創出が
必要である。低コストで安定供給のための条件整備、競争力
強化、施設整備等の総合的な推進を求める。

地域材の利用拡大推進を求める意見
書

原案可決○○○○○○○○○○○××××○○○○×議×××
着色粒規定の廃止と斑点米カメムシ類への指定有害動植物の
指定解除が、日本におけるネオニコチノイド系農薬の使用量
削減を実現する第一歩になる。農家としても、健康を害しコ
ストアップとなる農薬を使う理由はない。

ネオニコチノイド系農薬の使用禁止
と、農産物規格規程の着色粒規定の
廃止を求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○△△△△○○○○△議△△△
福島原発事故は継続中であり、空間線量を可視化するモニタ
リングポストの配置を継続し、撤去は廃炉作業が全て終了し
てから行うことと、大気中粉じん濃度測定のダストモニター
を広範囲で設置することを求める。

モニタリングポストの継続配置を求
める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○△△△△○○○○△議△△△
ＩＬＯは職場におけるセクハラや暴力を無くすため拘束力を
持つ条約を制定する方針を決めた。政府は条約制定に賛成
し、セクハラを規制する法整備を進め、条約制定の際には速
やかに批准することを求める。

日本政府に対し、職場におけるセク
シュアルハラスメントや暴力を禁止
するＩＬＯ国際条約制定への賛同を
求める意見書

原案可決○○△○△○○○△△△××××○○○○×議×××
「安倍９条改憲ＮＯ！３０００万人署名」への協力をお願いして
いた３人の市民が、小金井警察署員によって不当連行された
事件に抗議し、警察署は市民に謝罪し市民が平穏に請願権を
行使する権利を侵すことのないよう強く求める。

表現の自由を脅かす、小金井警察署
による市民の不当連行に抗議し、市
民の平穏な請願権を行使する活動を
保障する決議

原案可決○○△○△○△○○○○××××○○○○×議×××
日本の農業を衰退させ、食料自給率の向上を放棄し、食糧の
安全保障をないがしろにするＴＰＰ１１関連法案の採決に抗議
し、撤回、中止し、食料主権、経済主権を尊重した平等・互
恵の経済関係を発展させることを求める。

ＴＰＰ１１関連法案の強行採決に抗議
し、撤回と平等・互恵の経済関係を
発展させることを求める意見書

原案可決○○△○△○×○○○○××××○○○○×議×××
安倍内閣の下で次々に起きる一連の不正や疑惑問題は、国民
の政治不信を増長させる最大の要因となっており、統治能力
の欠如、政権担当能力の欠如を国民の前に知らしめるものと
なっている。よって、総辞職を求める。

一連の疑惑の全容解明と安倍内閣の
総辞職を求める意見書

原案可決○○×○△○△○○○○××××○○○○×議×××
刑法の賭博禁止と整合が取れず、経済効果も疑問で、カジノ
資本が国民を搾取し、深刻なギャンブル依存症を増加させる
カジノ実施法案は廃案しかない。政府にカジノを含む統合リ
ゾート実施法案の撤回を求める。

カジノ実施法案の撤回を求める意見
書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○
平成３０年第１回定例会での市長提案の本条例案について、八
王子市条例の視察や市民との意見交換会の実施を経て、新た
な条文の追加及び５つの条文を修正する等、協議の結果、一
致した内容の修正を求める。

議案第４２号障害のある人もない人も
共に学び共に生きる社会を目指す小
金井市条例に対する付帯決議

原案可決○○×○○×○○×××○○○○××××○議○○○
新庁舎・福祉会館建設基本設計については、最終局面で大き
な方針転換がされた。よって市議会は、市民の理解を得られ
る事業となるよう、事業を推進する立場から、発注方式の合
理的な再検討と説明など７項目を求める。

議案第４４号平成３０年度小金井市一般
会計補正予算（第１回）に対する付
帯決議

否　　決×××××○×××××××××○○○○×議×××
西岡市長は新庁舎等の建設関連予算約３億円を提案した。多
くの議員から発注方式など指摘され、方針案を検討し直すと
答弁した。根拠がない予算を市議会に押し付けることは許さ
れない。責任を問い、予算撤回を求める。

約１００億円を支出する新庁舎及び（仮
称）新福祉会館の建設関連予算につ
いて、西岡市長の提案姿勢とその責
任を厳しく問う決議
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医 医次の定例会は 開会予定です。平成３０年８月３０日（木）

庁舎等建設基本
設計予算審議

皆様の声をお聴かせください

特集①

議会質疑に対し、市長が
「発注方式をフラットに見直す」と答弁

　庁舎と（仮称）新福祉会館建設については、平成２９年6月12日に庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
（鈴木成夫委員長）を設置し、様々な調査と審査を行ってきました。平成３０年3月（仮称）新福祉会館建設
基本計画が示され、２施設を単体か複合か、コスト削減や財政計
画、CM(コンストラクションマネジメント）、DB（デザインビル
ド）方式などの発注契約方式、建設予定地内における清掃関連施
設の仮移転、福祉総合相談窓口機能や窓口の設置場所などの議論
を行ってきました。
　庁舎・（仮称）新福祉会館建設関連経費が計上された平成３０年第
２回定例会では、補正予算の審査を行いましたが、契約発注方式、
施設複合化方針、また基本設計委託事業者の選考委員会や市民参
加の在り方、財政計画などについて様々な会派から意見がありま
した。これらを受け、審査が終わらぬまま市長から「調整の時間
が欲しい」との申出により結果的に会期を８日間延長しました。
７月２日の予算特別委員会の総括質疑では、議会から指摘された
契約発注方式、施設複合化方針の検討に対し市長は、遅くとも８
月２２日に開催予定の庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会まで
には一定の方向性を示すと表明、「ＤＢ・従来方式双方をフラット
に検討し、結果として建設スケジュールが延伸することを受け止
める」といった答弁がありました。
　翌日の本会議で、市長原案と２会派からの修正案を採決し、市
長原案は賛成多数で可決し、修正案は否決しました。その後、補
正予算に対する付帯決議を賛成多数で可決し、２会派が提案した
「西岡市長の提案姿勢と責任を厳しく問う決議」を否決しました。
さらに２会派が「選考委員会及び評議委員会設置条例」を提出し、
閉会中の継続審査としました。

　市議会は、５月１９日（土）、「議会報告会２０１８　市民と議会の交流会議」を
開催しました。５０名を超える参加者から、議会や市政に対する様々な意見・
要望、質問が出されました。
　議会報告会は、平成２８年施行の議会基本条例で「市民への説明責任を果た
すために、地域で直接市民に対し議会の活動の様子を知らせるとともに、議
会を身近なものにするために、議会報告会を年１回以上開催する」と定めた
ことに基づいて行われています。
　今回の報告会は、予算特別委員会、３つの常任委員会（総務企画委員会、
厚生文教委員会、建設環境委員会）、２つの特別委員会（庁舎及び福祉会館建
設等調査特別委員会、行財政改革推進調査特別委員会）、そして議会運営委員
会の正副委員長から、審査内容や主な論点などを報告しました。
　その後、６つのテーブル（常任委員会３つ、特別委員会２つ、フリートー
ク１つ）に、興味・関心に基づいて分かれて座り、自由なテーブルトークを
行いました。
　ここで寄せられたアン
ケートなどの結果は、今
後ホームページなどで公
開する予定です。
　これからも、市民に分
かりやすい議会の実現の
ために努力して参ります。

ＣＭ（コンストラクションマネジメント）＝発注者支援のために建設工事監督業務等に係る発注関係
事務の一部または全部を民間委託する方式
ＤＢ（デザインビルド）方式＝設計と施工を一括で発注する方式

用語
解説

障害のある人もない人も共に学び
共に生きる社会を目指す小金井市条例

修正可決までの取組について

特集② 特集③

議会報告会を開催しました

原稿は議員が作成しております

　条例案は、小金井市地域自立支援協議会の発議により、２年半かけ
て議論し、策定しました。策定に当たり、パブリックコメントでは多
くの市民から多様な意見が寄せられました。　
　条例案は厚生文教委員会に付託し、市民からは７件の陳情書が提出
され、一括して審査を行いました。
　厚生文教委員は、八王子市の
条例と取組を視察し、６月２日
には市民との意見交換会を開催
しました。意見交換会では障が
い者やその家族から、条例案に
対し多数の意見が出されました。
　こうした取組の中で、厚生文
教委員会として、全会一致で可
決することができました。

　さらに、厚生文教委員が提案者になり、市長に対し具体的施策への
着手や都条例との整合性への協議検討など、５項目の課題解決に向け
た取組を求める付帯決議を提案し、全会一致で可決しました。

①差別の定義：「正当な理由なく」を削除。②合理的な配慮：
「防災」「災害時」を加える。③情報伝達（手話等）の啓発、支
援を加える④「個々の障害に応じた教育」を「個々に応じた教
育及び療育」に修正。合理的な配慮のために「必要な環境を整
える」を「必要な措置を講ずるものとする」に修正。⑤「障害
及び障害者に関する正しい知識、正しく理解するための教育が
行われるよう必要な措置を講ずる」に修正。

修正した５項目の内容

7月3日本会議で採決へ

7月3日までの会期延長を決定

議会
発注契約方式の検討、複合化方針、財政
計画、市民説明、CMの採用と庁内体制
の強化は？

市長

改めてDB方式・従来方式双方をフラッ
トに検討し、結果としてスケジュールの
延伸も受け止める。議会の皆様のご理解
も頂き、早期竣工を目指したい

7月
2日

予算特別
委員会

建設スケジュール遅れの影響、市長公約
との乖離、CM導入効果、DB方式の優位
性の検証、事業者選定委員会の委員構
成、清掃関連施設仮移転とJR高架下空間
の活用、建設経費縮減策は？

6月
18日

予算特別
委員会 議会

基本設計前の市民説明、契約発注方式、
財政計画、清掃関連施設仮移転の是非、
複合化方針策定の必要性は？

6月
12日

全員
協議会

議会

平成33年度竣工を目指し複合施設として
整備、CMを採用しDB方式で発注したい

市長

6月
21日 予備日 市長

議会から様々なご意見・ご要望を頂き、
それらを調整させていただくため、お時
間を頂きたい

6月
25日 本会議 市長

この間に検討させて頂く案件があり、本
日は予算特別委員会の開催に至らないこ
とを心からお詫び申し上げる

内容会議日付
第２回定例会での審議経過

立駐立駐

新福祉会館新福祉会館

駐車場合計126台駐車場合計126台

駐車場合計126台駐車場合計126台

新庁舎新庁舎
ペットペット

緑地緑地
600㎡600㎡

緑地緑地
600㎡600㎡

広場広場
1800㎡1800㎡

81台81台

空缶空缶

ペットペット空缶空缶

4400㎡4400㎡

12000㎡12000㎡

7F7F

4F4F

81台81台 立駐45台立駐45台

立駐45台立駐45台

5F5F

新福祉会館新福祉会館

新庁舎新庁舎
4400㎡4400㎡

12000㎡12000㎡

7F7F

4F4F
5F5F

新福祉会館新福祉会館

新庁舎新庁舎
4400㎡4400㎡

12000㎡12000㎡

7F7F

4F4F
5F5F

市提案の施設配置案

　いつも「議会だより」をご覧いた
だきありがとうございます。市議会
では、議会改革の一環として、今号
において特集ページ（本ページ）を新
設し、更にフルカラー化（一部あた
り約0.42円増）を行いました。市議
会では、来年度以降この取組の継続
を検討しております。皆様のご意
見・ご感想をお寄せください。

問１．特集ページはいかがでしたか？
問２．カラー紙面はいかがでしたか？
問３．その他紙面に関するご意見・
　　　ご要望

ご送信先
メール：g020199＠koganei-shi.jp
ＦＡＸ：04２－387－1225
締切日：平成３０年９月３０日（日）


